
琉球大学学術リポジトリ

Esteron 245
薬剤によるリュウキュウチク（Pleioblastus linearis
NAKAI）の駆除試験（予報）

言語: 

出版者: 琉球大学農家政工学部

公開日: 2011-12-02

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大山, 保表, 山盛, 直, Oyama, Hohyo, Yamamori,

Naoshi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/22552URL



Esteron245薬剤による リュウキュウチク

(PIeioblastuslineaTisNAKAI)

の駆除試験 (予報)

大 山 保 表*･山 盛 直*

HohyoOyAMAandNaoshiYAMAMORI:Experimentsincontrolling

PleioblastuslinearisNAXAIWithEsteron245

(PreliminaryReport).

Ⅰ 緒
■■-
盲

リュウキュウチク (PleioblastuSlineariSNAEAI)の発生々青には,此軟的多く

の陽光量が必要であることが認められるが,土地に対する要求度は極めて低 く乾燥の

甚しい挿地でも適度の陽光量の得られる開放地では,地下茎によってよく繁殖し分布

している｡沖縄本島森林の大部分はオキナワシイ(CaStanOPSiSlutohuenSiSNAXAI)

を主体とする天然生林で,これらの森林に対する更新はもっぱら筋芽による更新法が

繰り返 し行なわれて今日に到っている｡

過去におけるこれらの森林は長期にわたって用材の抜き伐りが繰 り返されたり,普

伐に当っても過熱老令空胴木や不要樹種が伐り残されたままの更新が繰 り返されたた

め爾芽の発生々青が慈 く, したがって陽光射入量の多い荒廃疎林と化した面積はかな

り広い｡かかる森林では, リュウキュウチクは下層植生として広 く分布して惟樹の発

生々青を抑え林相の荒廃に拍車をかけている｡このような森林の伐採更新に当っては

地力の減退による伐採後の閉鎖がお くるためたちまち隣接の更新地え侵入繁殖 して分

布を広げ,またリュウキュウチク叢生地に隣接する火災跡地や開墾放置地,原野など

の疎開地にも直ちに侵入するなどますますその繁殖分布を広げつつある現況で,造林

地々特や手入れに多大の経費を要 し,造林稚樹の活着生育や天然生林の更新,萌芽林

の発生々青に大障害をなすなど沖縄本島林相の荒廃に拍車をかけている｡したがって

人工造林や天然生林の林相改善に当っては経費や成林の面で一大障害をなしていて,
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天然林の林相整備や人工造林による成林の向上と造林面積の拡大を図る立場から,リ

ュウキュウチクの駆除撲滅が痛感されている｡

そこで米国において,樹木類や漕木類などの駆除試験で効果をあげているEsteron

245薬剤によるリュウキュウチクの散布駆除の効果試験を薬剤濃度や溶媒の種類,敬

布前の竹の処理方法,薬剤散布の季節などについて行なった｡本試験は1957年10月

に開始したばかりで試験経統中であって,一応 1958年 11月 30日までの調査結果

について予報として報告するにとどめ,試験終了をまって結果をまとめて報告するこ

とにした｡

本試験の実施に当って Esteron245を斡旋提供 して下さった琉球大学派遣 ミシガ

ン大学教授団員 Dr.R.F.CARI.甲ONおよび ProfessorR･L･SLOCOUMならびに

東京の DowChemicalInternationalLtd.の青柳氏にお礼を申し上げる｡

ⅠⅠ 試験区の設定および調査方法

1. 試験区の設定

沖縄本島北部国頭村字与那所在の琉球大学与邪演習林 (北緯 26度 45分,東経 128

度 5分)内において,下層植生として リュウキュウチクの密生するオキナワシイの疎

林を試験地に求めて,各試験区を第 1表の通 り設定 した｡

各試験区の大きさは6尺×6尺 (1坪)とし,各試験区の周囲は3尺巾の緩衝地帯

を設けて同地帯内のリュウキュウチクその他の植生を凡て地際より伐採除去すると共

に,深さ約 20emの溝を掘 り廻らして試験区外からのリュウキュウチク地下茎の侵

入を防ぎ,同時に閉鎖による試験の欠陥を除いた｡

薬剤散布の時期については,第 1回目散布は,新竹の発生とその伸長成長およびそ

の他の地上部の繁茂もほぼ完了 し且つ地下茎の伸長成長も終期に相当していて,地下

茎内貯蔵澱粉量と樹液流動速度がかなり低いと考えられる 1957年 10月2日 (試験

区番号 Ⅰの 1-9)に施行 し, 第2回目散布は, 地上部 および 地下茎の完全な成長

の休止期で樹液流動速度は最も小さく地下茎の貯蔵養分畳は最も大きいと考えられる

1958年 2月3日(試験区番号 ⅠⅠの 1-9)に施行 し,第 3回目散布は,新竹の発生々宵

が最も大 きく且つ地下茎の伸長初期にも相当して樹体内の樹液流動速度も最も大きい

と考えられる1958年6月30日 (試験区番号 ⅠⅠⅠの 1-9,ⅠⅠⅠの a～i)に施行 した｡

薬液散布前の竹の処理については,実用面での伐採経費の節減の面と薬液散布の均

等適確度および処理による立竹の生活現象の相違と樹体部分別の薬液の吸収,渉透能
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第 1表 試 験 区 の 設 定

Table1.SettlngOfPlot.
●

試番廃液散布験 薬液散布前の 薬 液 の 混 合 }Rateofherbici歩 合de 薬液の敬 試大 試験地の

区号 の時期PlotDateof竹の処理Treatments Esteron245(gallon) ケロシンKero- 水 ESterOn24611b当 ケ ロシン,水の虫Q uantityofk 布量Quart-tlty験き区さのSize状 況Condi-
ofbamboos SeneWater erO8eneOrw&tterPer11bofsprayof tion

No. Spray beforspray (gallon)(gallon)of ESteron 246(ga11071) (gallon)plotofplot

Ⅰ,111957年 無処理Notreatment 0.021 0.333 2.60 0.354 め◆一4>与那演習

2!10月2日 ●′ 0.010 /′ 5.21 0.345 tJaq> 林79林政ろ小牡の
3てOct.2 ′′ 0.005 ′′ 10.42 0.335 ⊃ヾ× オキナワ

4567 1957lItaIII 27十一 ト切断 0.021 /′ 2.60 0.354 ∽一.Jq>LfZヽ0 シイの疎林分内で

Cuttlng2feetsaboVethe 0.010 /′ 5.21 0.345 南向きの

ground 0.005 ′′ 10.42 0.335 B< i-3
地際切断 0.021 ′′ 2.60 0.354 .ヽ0 4

r8! ●Cuttlngat theground-eve- 0.010 ′/ 5.21 0.345 XB<度の傾斜也

91 0.005 ′′ 10.42 0.335 ､ヽD′′
Ⅱ,11958年 無処理Notreatment 0.021 ′′ 2.60 0.354 与那演習

22月3日 ′′ 0.010 ′′ 5.21 0.345 林79林牡に中佐の

345Feb.3 /′ 0.005 ′′ 10.42 0.335 オキナワシイの疎林分内で
1958 27.1- ト切断 0.021 ′′ 2.60 0.354

Cuttlng2feetsaboVethe 0.010 ′′ 5.21 0.345 南向きの
6 ･ground 0.005 ′′ 10.42 0.335 1.-3

7 地際切断 0.021 /′ 2.60 0.354 2度の傾斜也
89 CuttlngatthegroundleVel 0.0100.005 ′′′′ 5.2110.42 0.3450.335

1Ⅱ,11958年 無処理Notreatment 0.021 ′/ 2.60 0.354 ′′与那演習

26月30日 /′ 0.010 ′′ 5.21 0.345 林78林政に小柾の

345Jun.30 ′/ 0.005 ′′ 10.42 0.335 オキナワ
1958 2フィー ト切断 0.021 ′′ 2.60 0.354 シィ,イジユの疎

Cuttlng2feetsaboVethe 0.010 /′ 5.21 0.345 林分内幸南東向きの6 ground 0.005 /′ 10.42 0.335

7 地際切断 0.021 ′′ 2.60 0.354 5言 8度
8 ●CuttlngatthegroundleVe- 0.010 ′′ 5.21 0.345
9 0.005 ′′ 10.42 0.335 の傾斜地

班,a1958年 無処理Notreatment 0.021 0.333 2.60 0.354 ′′ ′′
b6月30日 // 0.010 // 5.21 0.345

CJun.30 ′′ 0.005 // 10.42 0.335

d 1958 2 フィ ー ト切断 0.021 // 2.60 0.354

e Cuttlng2feetsaboVethe 0.010 ′/ 5.21 0.345
∫ ground 0.005 ′/ 10.42 0.335

g 地際切断● 0.021 ′/ 2.60 0.354
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率度などによって,薬液散布効果の表れる遅速や程度に差がある面を考えて,第 1方

法は立竹に対 して何らの処理を施さない無処理区 (ⅠⅠⅠⅠⅠⅠの 1-8,および a～e),

第 2方法は立竹を地上部2沢の高さですべて伐採除去 した区 (試験区番号 Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ

の 4-6,および d～f),第 3方法は立竹を地際よりすべて伐採除去 した区 (試験区

番号 Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠの 7-9,および g～i)などを設置した｡

薬液は米国 ミシガン州在 DowChemicalCompany製の Esteron245(2,4,5,-

T,Plopylene,Glycol(C8H60 toC9H1808)ButylEtherEster65.3%)を用

いた｡

1薬液の混讐 ま･ケロシン各々lgallonに対 してEsteron枇 それぞれ116gallonI
3-2gallon,6T4gallon混合 した濃度の異なる 3種類の薬液をつ くりそれぞれの混合

液を立竹の処理の異なる区,即ち無処理区 1,2択切断区 1,地際切断区1に3等分

散布 した｡但 し試験区番号 ⅠⅠⅠの a～i区に対 しては水を溶媒 とした混合液を散布 し

た｡計 36試験区を第 1表の通 り設定 し,別に自然放置のリュウキュウチク竹林を対

称試験区として,各区の大 きさは 上記試験区同様に 6尺×6尺 (1坪)として計 12

区を設置 した｡

2. 調 査 方 法

第 1表の各試験区について,薬液散布後2カ月の間と 4-8月のタケノコ発生の多

い期間では月3回,その他の期間では月2回の調査を実施 し,薬液散布後の日数の経

過にともなう葉色の変化と落莫の状況を総体的に観察記録すると共に,爾芽の状況と

タケノコ発生の状況を本数で調査記録 し調査結果が同一である調査月旬の調査結果を

除いて第 3,4,5,6表にそれぞれ示 した｡但 し新芽時期 と本数の確認は側芽を発生 し

出した立竹の本数により,新芽本数は調査時毎における瀞芽立付の総本数を示 した.

また自然放置対称区 12区については,3-8月のタケノコ発生時期における発生タ

ケノコの本数を調査 して結果を第 2表に示し本試験の参考資料とした0

ⅠⅠⅠ 調査結果および考察

本試験の散布液の混合濃度は,Esteron245を用いた R.D.SmPAqAN(Jour.of

Forestry,Jan.1958)の OakSweetgum の地際幹部の剥皮注入枯殺試験の濃度

(Esteron245,4lbを 50gallonの水に混合)よりは高 く,D.R.CABLE(Jour.

ofForestryDec.1957)の行ったヤブにおけるShrubliveOak外 7樹種について

の根株樹皮えの塗布または散布による枯殺試験の濃度 (Esteron245と Ester24-D
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の混合の 58% 液)よりは低 くして用いた｡

a. 自然放置区におけるタケノコの発生状況

第2表 リュウキュウチク萄発生本数の時期別調査 1958.3-1958.8

TablC2.NumbersofshootsofPleioblastuslinearisNAKAI

ineachtenday'Sinterval.Mar.1955-Åug.1958.

＼＼､調査番号＼.＼plotNo.'＼芸e霊 ＼ L1l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 計Total計に対する各旬の百分率Percentageofproutsintendaystototal

3月 下 旬Mar.lasttendayi 1 1 0.9%

4月 中 旬APT.secondtendays 1

2 I I 3 2 2 2 2 16 14.5

4月 下 旬APT.lasttendays 7 6 4 1 4 3 1 1 5 4l･._･.･.･..._ 3 38 34.55月 上 面~May,丘rsttendays 3 5 2 1 1 1 2 1 17 15.5

5月 中 旬May,secondtendayS 1 1 11 1 1 1 1 5 4.6
5月 下 面~May,lasttendays 1 1 1 2 8 7.3

6月 上 面~Jun.firsttendays 1 1 1 1 1 5 4.6

6月 中 旬Jun.secondtendays 1 13 1 2 1.8
‥t6月 下Jun.lasttendays 1 l 6 5.5

I-~~う 月 上 旬Jul.丘rsttendays rl 1 1 2 1.8

7月 中旬Jul.secondtendays l-1 1 0.9

7月 下 旬Jul.lasttendays 1 1 0.9

~8-甘王 旬Aug.firsttendays 1 2 11 4 3.6
8月 中旬Åug.secondtendays 1 1 0.9

8月 下 旬Åug.lasttendays 15li∫I I 1 1 0.9
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自然放置区における 1958年の3月下旬～8月下旬の間の発生タケノコ本数の時期

別発生本数は第2表の通 りで,4月中旬～5月上旬の間に 64.5% の大部分が発生し

て最盛期であることを示し,4月下旬～6月下旬の間に計 88.3% が発生 していて発

生期であることが判明する｡

b.薬液散布後の無処理各区間の葉色の変化や落葉の状況

薬液散布後の無処理各区間の葉色の変化や落葉の状況については,散布時期別,敬

布薬液の濃度別,溶媒の種類別の各区間における差異は認められず各区共散布後7日

日頃から緑色が礎せて黄色乃至褐色に変り始め,20日頃には緑色をすっかり失い,40

日頃には枯死した色に変って落葉が始り,80日頃には全部落葉 した｡

e.薬液散布区のタケノコの発生状況

1957年 10月2日に薬液散布を行った各試験区 (Ⅰの 1-9区)および1958年 2

月8日に薬液散布を行った各試験区 (ⅠⅠの 1-9区)共に第2表によると1958年の

タケノコの発生期を経過しているが全区を通 じて1本のタケノコの発生もなかった｡

1958年6月 30日の薬液散布各区については,1959年のタケノコ発生期経過後の結

果をまたねは判明しないが,他の2つの時期別散布区に比べて散布後の筋芽発生初期

がおくれていることや 発生本数の 少いことなどから翌年の発生がないものと予想さ

れ,したがって本試験で行った最低の薬液濃度で立竹のまま薬液を散布してもリュウ

キュウチクについては次期のタケノコ発生を完全に抑止する効果のあることが予想さ

れる｡

d.薬液散布区の蘭芽の発生状況

i) 薬液散布時期別の状況 ケロシンと混合した第3表 (1957年 10月2日散布,

Ⅰの 1-9区),第4表 (1958年2月3日散布,ⅠⅠの 1-9区),第 5表 (1958年6

月 30日散布,ⅠⅠⅠの 1-9区)について散布後第 21週頃までの蘭芽状況を此軟対

照すると,総計における粛芽本数の全立竹本数に対する % は,Ⅰ区 1,1%,ⅠⅠ区

0.6%,ⅠⅠⅠ区 0.2% となっている｡散布後初期の筋芽が見られるまでの期間につい

ては,Ⅰ区が3週目,ⅠⅠ区が 12週目,ⅠⅠⅠ区が 21週目となっていて 1958年6月

30日散布の ⅠⅠⅠ区において薬液散布の蘭芽抑止効果が最も顕著で,1958年2月3日

散布のⅠ区,1957年 10月3日散布の Ⅰ区の順に蘭芽抑止効果が低 くなっている結

果は,R.D.SHIPAqANわ行った Esteron245による Oakと Sweetgumについて

の剥皮注入枯殺試験のOakについての試験結果と同じ傾向を示すが,散布後43週目

の Ⅰ区とⅠⅠ区についての結果が逆になっていることは,Sweetgumの結果に相似て
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いるが両区間の判明な結果は今後の経過をまたねばならない｡

ii) 薬液散布前の立竹処理別新芽状況 Ⅰ区,ⅠⅠ区,ⅠⅠⅠ区の相互間の薬液散布後

21週目頃における粛芽状況は,Ⅰ区の1-9区間では,立竹の地際切断処理7-9区,

無処理 1-3区,地面上 2ft.切断処理 4-6区の順に萌芽率が高 くなって散布効果

が低 くなっていることを示し,地上 2ft.切断処理 4-6区は 55週目では粛芽率の

上昇が更に高 くなっている｡

ⅠⅠ区の 1-9区間では地際切断処理 7-9区,地上 2ft.切断処理 4-6区,無処

理 1-3区の順に粛芽率が高 くなっていて散布効果が低 くなっていることを示し,4-

6区と 1-8区の間では Ⅰ区と ⅠⅠ区間で逆の結果を示している｡43週目では 1-

3区,4-6区,7-9区共に葡芽率は更に上昇している｡ⅠⅠⅠ区の 1-9区間では地

際切断処理 7-9区のみ蘭芽があって散布効果が低 く, 無処理 1-3区,地上 2ft.

切断処理区ともに蘭芽が見られず散布効果が高い結果を示している｡

総体的には地際切断処理 7-9区が蘭芽率が低 くて散布効果が高く,無処理区 1-

3区と地上 2ft.切断処理 4-6区は相似て判然としない｡

iii) 散布薬液の濃度別筋芽状況 Ⅰ区,ⅠⅠ区,ⅠⅠⅠ区の 1-9区の相互間では,

大部分の区については濃度の高い区ほど新芽率が高 く散布効果の高いことを示すが,

1部の区間では逆の結果を示している｡

iv) 混合液の種類別新芽状況 ケロシンとの混合液を散布した ⅠⅠⅠ区の 1-9区

と水との混合液を散布した ⅠⅠⅠ区の a～i区とについて見 る と,散布後の ⅠⅠⅠ区の

a～i区は蘭芽開始も早 く葡芽率も高 くて散布効果が低いことを示しケロシン混合の

薬液の効果が高いことを示している｡

ⅠⅤ 摘 要

沖縄本島北部国頭村字与邪在の琉球大学 与那演習林内の オキナワシイ (Castano-
psislutohuensisNakai)疎林の下層植生をな して 密生する リュウキュウチク

(PleioblaStuSlinearisNakai)林に試験地を設定 して, ミシガン州在DowChemi-

CalCompany製 Esteron245(2,4,5-T,Ester65.3%)を用いて,ケロシンまた

は水と混合調整 した3種類の濃度の異なる混合液を,異なった8つの方法で立竹を処

理 した区に,異なった3つの季節に散布して,散布後の新竹の発生状況や粛芽した竹

の本数や萌芽の時期などを調べて,Esteron245についての散布の季節,散布前の立

竹の処理,散布液の濃度,混合液の種類などの相違によるリュウキュウチクの抑止効
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朱の試験を行って次の1項乃至5項のことが判明した｡但 し本試験は試験を開始して

1カ年を経過したばかりで 目下試験縫紋中であって,本報告では 1958年 11月 30

日までの調査結果を予報として報告するにとどめた｡なお本試験の薬液散布の季節,

散布薬液の濃度,散布前の立竹の処理などほ次の通りである｡

散 ･布 年 見 目

1.1957年 10月 2日

2.1958年 2月 3日

3.1958年 6月 30日

散布薬液の混合濃度
Estern245:ケロシン(または水)

散布前の立竹処理

･･去gallon:lgallon l･ - 哩

2･去 gallon:.gallon 2･ 地上 2ft･の高さで伐採珊

3･去gallon‥lgallon 3･ 地際部で伐採切断

別にリュウキュウチク林の自然放置の対称区を設定して新竹の発生状況を時期別に

調べた｡

1. 1958年 3月下旬～8月下旬の間の自然放置対称区におけるリュウキュウチク

林のタケノコの発生本数は,4月下旬～5月上旬が 64.5% を占めて最盛期に当り,

4月下旬～6月下旬が 88.3% で発生期間であることが判った｡

2. 1957年 10月 2日および 1958年 2月 寧日の散布区は,1958年には全く

タケノコの発生がなくしたがって散布後の次期のタケノコの発生期のタケノコの発生

を完全に抑止できることが判った｡

3. 散布後 21週目までに新芽をした散布季節別の新芽の本数は次の通 りで,何れ

の季節でも抑止効果が極めて高いことが判った｡

散 布 年 月 日

1957年 10月 2日

1958年 2月 3日

1958年 6 月30日

簡 芽 率

1.1タb

O.6%

0.2%

4. 散布後 21週目頃までに新芽 した立竹の処理別の新芽本数は次の通 りで,何れ

の処理区でも抑止効果が極めて高いことが判った｡

散 布 年 月 日

1957年 10月 2日

1958年 2月 3日

立竹の処理別

無 処 理 区

地上 2択伐採切断区

地際部伐採切断区

無 処 理 区

地上 2択伐採切断区

地際部伐採切断区

新 芽 率

1.2%

1.820/

0%

0.9,a,∠

0.6%

0%
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無 処 理 区

地上2択伐採切断区

地際部伐採切断区

5. 1958年 6月 30日における水との混合液散布区の散布後 21週目の新芽率は

1.4% で,立竹の処理別の新芽率は次の通 りであり,同 じ散布期のケロシン混合液の

散布区に此ペて葡芽率が高 く抑止効果が低いが,水との混合液の散布区も抑止効果が

甚だ高いことが判った｡

立木の処理別

無 処 理 区

地上択伐採切断区

地際部伐採切断区
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R由tlm色

AnexperimentwasmadeontheeffectofEsteron,245(2,4,5-T Ester65.3アo()

which isaproductofDow ChemicalComp弧yinMichigan,U.S.A.,mixedwith

Keroseneforcontrolling "Ryukyu-chikuH (Pleioblastusl2'nearisNAKAI)growing

denselyunder"Okinawa-shiiH (CastanoPsislutchuensisNAKAI)which isgrowing

sparselyin YonaForestoftheUniversity oftheRyukyus,Yona,Kunlgami-son,
●

NorthernOkinawa.

As statedbelow,thebamboosweretreatedwiththree(3)differentconcentration

ofthechemical,inthree(3)methodsofpre-applicationtreatmentofbamboo,andin

three(3)differenttimes.Measurementsweremadeontheconditionofsproutingand

thenumberofcrownssprouted,andotherobservationweremade.Theresultsare
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statedinthefollowlng.SincetheexperimentwasStartedayearago,anditisbeing
●

continued,theconclusionoftheresulthastoawaitfurtherexperimentaldata.

■●
RateofmlXlng:

Esteron245:Kerosene

1 1/16gallon:1gallon

2 1/32gallon:1gallon

3 1/64gallon:1gallon

Treatmentofbamboos
beforeapplication

Timeofapplication

1 Notreatment 1 Oct.2,1957

2 Cut2ft.abovetheground 2 Feb.3,1958

3 Cutatthegroundleve1 3 Jum 30,1958

1. Thenumberofsproutsemergedbetweenmid-ApriltothebeginnlngOfMaywas

64.5,0･∠,andbetweenmid-ApriltothelatterpartofJune,88.37,0'ofthetotal

numberofsproutsemergedbetweenthelatterpartofMay,1958･

2. Nosproutemergedintheyearof1958inallplotsappliedwiththechemicalplots

appliedwiththechemicalonOct.2,1957andFeb.3,1958.

3･ Thepercentagesofcrownssprouteduptoaroundthe2lstweekfrom theappli-

Cationofthechemicaltothetotalcrownstreatedwereasfollows:

1.17,0(intheplottreatedonOct.2,1957.

0.670( 〝 Feb.3,1958.

0.290( 〝 Jun.30,1958.

Thepercentagesaresolow thatitisevidentthatthecontrollingeffectishigh.

4･ Thepercentagescrownssprouteduptoaroundthe21stweekfromtheapplication

wereasfollows. Thecontrollingeffectwasfoundtoliehighevenintheplotof

notreatmentofbamboosbeforeapplication.

Timeofapplication

1. Oct.2,1957

2. Feb.3,1958

3.Jun.30,1958

'rreatmentofbamboo Percentageofcrownssprouted

-Notreatment

-Cut2feetabovethe
ground

-Cutattheground

-Notreatment

-Cut2feetabovethe
ground

-Cutattheground

-Notreatment

-Cut2feetabovethe
ground

-Cutattheground

1.2,0,0/

1.8,%/

0 %

0.9/oo/

0.67,b'

0 0/0/

0 0%

0 90/

0.6,0･∠

5. ThepercentageofsproutsintheplotstreatedonJune30,1958with waterwas

l･490'afterthe21stweekofapplication･Thepercentagesofsproutsaccording

tothepre-applicationtreatmentsofbambooswereasfollows.Althoughthepeト

centagesofsproutsintheplotarehigherandthecontrolling etrectislowerin

contrasttotheplotstreatedonthesamedaywithamixtureofthechemicalwith
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kerosene,itwasfoundthatthecontrollingeffectofamiⅩtureofchemicalwith

waterwasalsoveryhigh.

Treatmentofbamboo

Notreatment

Cut2feetabovetheground

Cutattheground

Percentage of sp routs


